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 アジアや欧米を対象として、法の支配・立憲主
義・人権保障の観点からCOVID-19対処法制と政
策の問題点を解明。 国家緊急権でなく立憲主義
的に対応できること、日本政府の対応の誤りを考
え、今後の事例への処方箋を提示しました。
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題点を解明。国家緊急権でなく立憲主義的に対応で
きること、日本政府の対応の誤りを考え、今後の事
例への処方箋を提示しました。
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